
[１] 高原公民館だより「こうげん」

　

先
日
、
原
因
不
明
の
腹
痛
か

ら
風
邪
と
体
調
不
良
に
悩
ま
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
新
型

コ
ロ
ナ
の
検
査
も
し
ま
し
た
が
、

「
も
し
陽
性
だ
っ
た
ら
」
と
恐

怖
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

(
結
果
は
陰
性
で
し
た
。
)

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
で
、

少
し
で
も
感
染
拡
大
が
治
ま
る

の
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

(
上
田
)
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よ
っ
ち
ゃ
ん
館
長
の
〜
今
日
こ
の
頃
〜

　

今
年
は
雪
が
降
っ
た
の
に
早
く
か
ら
イ
ノ
シ
シ
が
出

没
す
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
加
え
て
シ
カ
も
出
没

し
て
い
ま
す
。
我
が
家
の
田
ん
ぼ
で
は
シ
カ
が
植
え
た

苗
の
先
端
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
は
穂
が
実
る

と
思
い
ま
す
が
、
刈
り
取
り
は
少
し
遅
れ
る
と
聞
き
ま

す
。
シ
カ
対
策
は
イ
ノ
シ
シ
の
電
柵
や
メ
ッ
シ
ュ
よ
り

も
高
い
囲
い
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
鹿
は
赤
い

色
、
イ
ノ
シ
シ
は
青
い
色
を
嫌
う
そ
う
で
、
赤
い
テ
ー

プ
を
す
る
つ
も
り
で
す
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
は
赤
と

青
の
テ
ー
プ
を
売
っ
て
い
ま
す
よ
。
２
０
０
ｍ
で
７
０

０
円
程
度
で
し
た
。
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
対
策
で
経
費
も

掛
か
り
農
業
も
大
変
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
65
歳
以
上

の
接
種
も
進
み
、
こ
れ
か
ら
は
64
歳
以
下
の
接
種
が
始

ま
り
ま
す
。
10
代
の
接
種
を
始
め
た
自
治
体
に
対
し
て

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
ワ
ク
チ
ン
の
安
全
性
や
副
作
用
を
危
惧
す

る
人
々
が
抗
議
の
投
稿
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
社
会
不
安
や
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
た
背
景

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
政
府
や
各
自
治
体

で
は
一
方
的
に
否
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
不
安
を
丁
寧

に
聞
き
取
り
な
が
ら
正
確
な
情
報
の
発
信
を
積
み
重
ね

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

令和３年５月末現在
（カッコ内前年同月）

男　性　　３８６人
　　　　　　　（389人）
女　性　　４１４人
　　　　　　　（423人）
合　計　　８００人
　　　　　　　（812人）
世帯数　　３４６世帯
　　　　　　（340世帯）
高齢化率　４６．１８％
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高原地区
　　人口と世帯数

今月の紙面一覧

１．令和 3年度
　　公民館事業計画策定
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　　その他お知らせ
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公
民
館
活
動
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
今
年
も
書
面
決
議

　

昨
年
度
の
活
動
の
振
り
返
り
、
そ
し
て
今
年
度
に
つ
い

て
ご
審
議
を
い
た
だ
く
公
民
館
活
動
推
進
委
員
会
総
会
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が
依
然
続
く
中
、
出

席
者
の
感
染
対
策
、
安
全
確
保
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
や

む
を
得
ず
今
年
も
書
面
決
議
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
公
民
館
事
業
計
画
は
「
つ
な
が
り
、
魅

力
を
発
見
、
集
い
た
い
公
民
館
を
目
指
し
て
」
で
す
。

　

依
然
、
活
動
内
容
に
制
限
が
あ
る
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

公
民
館
が
幸
民
館
に
、
そ
し
て
幸
民
感
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
会
、Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ(
ズ
ー
ム
)
講
座
の
開
催
と
、
動
画
作
成
に
よ
る
様
々

な
啓
発
、
情
報
提
供
、
里
山
遊
び
、
防
災
デ
イ
キ
ャ
ン
プ

講
座
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
う
げ
ん
や
チ
ラ

シ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
よ
り
延
期
と
な
り
ま
し
た
公
民
館
ま
つ
り
で
す
が
、

秋
に
開
催
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

公
民
館
長
及
び
活
動
推
進
委
員
会
会
長
、
副
会
長
、

各
部
の
部
長
・
副
部
長
及
び
公
民
館
長
は
、
左
記
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

会　

長　

東　

廣
司
(
上
和
田
)

　
　
　
　
　
　

副
会
長　

貫
里　

貴
恵
子
(
荻
原
)

　
　
　
　
　
　

館　

長　

東　

義
正
(
馬
場
)

環　

境　

部　

部　

長　

戸
田　

政
春
(
谷
川
)

　
　
　
　
　
　

副
部
長　

福
島　

真
友
美
(
馬
場
)

ふ
る
さ
と
部　

部　

長　

三
上　

和
夫
(
入
野
)

　
　
　
　
　
　

副
部
長　

天
川　

裕
美
子
(
出
店
口
)

ふ
れ
あ
い
部　

部　

長　

今
田　

智
樹
(
高
見
町
)

　
　
　
　
　
　

副
部
長　

木
村　

加
代
子
(
上
原
)

文　

化　

部　

部　

長　

石
橋　

清
(
下
和
田
)

　
　
　
　
　
　

副
部
長　

佐
藤　

守
(
原
)

　

任
期
は
令
和
３
年
〜
４
年
の

２
年
間
と
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
実
施
と
は
な
り
ま
せ

ん
が
、
皆
さ
ん
が
集
い
、
つ
な
が
る
こ
と
が

で
き
る
公
民
館
ま
つ
り
が
で
き
る
よ
う
準
備

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
公
民
館
ま
つ
り
を
始
め
様
々
に
事

業
計
画
を
た
て
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
状
況
に
よ
り
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ-

ｓ(
エ
ス

・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
)
と
い
う
言
葉
を
聞
か
れ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ-

ｓ
と
は

「
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ　

Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ

ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ(
持
続
可
能
な
開

発
目
標
)」
の
略
称
で
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ-

ｓ
は
２
０

１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

も
の
で
、
国
連
加
盟
１
９
３
か
国
が
２
０
１
６

年
か
ら
15
年
間
で
達
成
す
る
た
め
に
掲
げ
た
目

標
で
す
。
(
下
の
図
を
よ
く
見
る
と
思
い
ま
す
。
)

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
こ
の
言
葉
を
よ
く
聞

き
ま
す
が
、
17
の
大
き
な
目
標
と
、
そ
れ
ら
を

達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
１
６
９
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
学
習

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
公
民
館
た
よ
り
で

お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
も
我
が
家
で
は
ゴ
ー
ラ
ン(

サ
サ
ユ
リ)

が
咲
き
始
め
ま
し
た
よ
。

(
敬
称
略
)
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お知らせ広場

　「食育の日」は平成 17 年の食育推進基本計画の策定に伴い、食育を国民運動として推進

するために定められました。食育の日は

から毎月１９日を「食育の日」としております。

〇「孤食」をしない　　〇家族や友達とそろって楽しく食卓を囲もう

〇家族で一緒にご飯を作ってみよう　〇きちんと朝ご飯をとろう

〇感謝の気持ちを込めて、「いただきます」「ごちそうさまでした」を言おう。

など、自分や家族の「食」について考える

一日にしてみましょう。

［食育の日について問合せは］

生涯学習課　83-1127（IP 050-5207-5100）

「食（しょく）」の読みが しょ→初→１　く→９

「育（いく）」の読みが「１９」　になること

につながること、

　「食育の日」は平成 17 年の食育推進基本計画の策定に伴い、食育を国民運動として推進

「コロナに負けない高原」宣言書

　依然猛威を振るう新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

の恐怖から、これまでの人と人の関係や地域の関係が壊され

ないために、次のことを宣言します。

一．その人を想い、大変な時だからこそ

　　　　助け合いの気持ちを持って行動しよう

一． 「しんどいのはお互い様」の気持ちで

　　　　責めるのではなく励まし合おう

一． 感染症対策で頑張る人たちに感謝しよう

　人と人が互いに思いやれる優しい地域、高原を目指して

ここに宣言いたします。

地域の出来事
今、頑張っていること ご紹介ご紹介

©邑南町
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東京２０２０オリンピック

聖火リレー開催 ©邑南町 　

５
月
15
日
(
土
)、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ

レ
ー
が
邑
南
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
島
根
県
の
日

程
は
５
月
15
日
(
土
)、
16
日
(
日
)
の
２
日
間
。

津
和
野
町
を
出
発
し
て
初
日
の
ゴ
ー
ル
地
点
が
邑
南

町
で
し
た
。

　

中
野
公
民
館
か
ら
邑
南
町
役
場
ま
で
の
約
2.6
㎞
を

13
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
聖
火
を
つ
な
い
で
走
り
ま
し
た
。

邑
南
町
ラ
ン
ナ
ー
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
石
川
快
人

さ
ん
(
上
原
)、
病
気
の
時
に
支
え
て
く
れ
た
人
に
見

て
ほ
し
い
、
と
意
気
込
み
を
語
り
、
堂
々
と
し
た
走

り
で
聖
火
を
つ
な
が
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
気
模
様
で
し
た
が
、
沿
道

に
は
多
く
の
方
々
が
応
援
に
駆
け
つ
け
、
盛
り
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

(※

感
染
対
策
で
３
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
応
援
を

　
　

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
)

　

リ
レ
ー
の
時
の
様
子
は
、
下
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

(
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
)
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

NHK 聖火リレー

特設ホームページ

「
高
原
を
楽
し
く
す
る
会
」
再
始
動

〜
地
区
別
戦
略
発
展
事
業
〜

　

平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
地
区
別
戦
略
。

高
原
地
区
で
は
「
高
原
を

楽
し
く
す
る
会
」
を
組
織

し
、
こ
の
地
区
で
楽
し
く

暮
ら
し
、
地
区
の
素
晴
ら

し
さ
を
再
認
識
し
、
後
世

に
伝
え
る
た
め
地
域
活
性

化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
末
、
４
年

間
の
活
動
を
終
え
成
果
や

反
省
点
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
基
に
令

和
２
年
度
か
ら
新
し
い
体

制
を
模
索
し
て
い
き
ま
し

た
が
、
こ
の
た
び
事
務
局

員
３
名
を
新
た
に
迎
え
、

新
体
制
で
高
原
を
楽
し
く

す
る
会
を
再
始
動
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
随
時
皆

様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対象：県内在住の、原則 60 才以上の方

　　　（60 才未満の方も受講できます）

修学期間：2年間（9月開講）

募集定員：25 名程度

学習拠点：西部校　いわみーる（浜田市）

募集締切：令和 3年 6月 30 日（水）

問合せ先：TEL 0855-24-9336（くにびき学園西部校）

　※募集要項は、町内各公民館に置いてあります。

くにびき学園新学園生募集
　「豊かな人生の学び舎　くにびき学園」は幅広い学習
活動を通した社会参加、生きがいづくり、仲間づくりを
目指しています。


